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1. 分娩時合併症の統計
赤嶺正裕(千大)
昭和49，50年度の当科における経腔分娩患者 1，080人
(初産婦499人，経産婦582人) を対象に分娩時合併症，
特に軟産道損傷および、分娩時異.常出血にっし~て統計的観
察を行った。軟産道損傷では第 I度会陰裂傷が最も多く
第E度会陰裂傷は 1人もいなかった。初産婦においては
会陰切開術を行った方が損傷をきたした人より出血量が
少ないという結果を得た。異常出血は 3.3%にみられ自
然分娩よりも吸引分娩の方が頻度は高かった。 
2. 産科手術の統計
岩崎秀昭(千大)
昭和49年， 50年の 2年間の産科手術特に，吸引分娩に
ついての統計的考察を行なった。すなわち，頻度，分娩
誘発の有無， I+n期所要時間， 適応， 合併症， 出血
量，体重， Apgar score，切迫仮死との関係について統
計をとった。それによると，現在のところ，吸引分娩は
操作が簡便で，かっ母児に与える影響が少ないため，繁
用されているが，厳重な適応と要約のもとに，技術を習
得して母児に無用の損傷を避けなければならない。 
3. 予定日超過例について
小林豆(千大)
昭和49，50年度 2年間の当科での予定日超過例につき
検討を加えたので報告します。 
2年間全分娩数1，222例あり，単純 Negele法より計算
して78例 (9.4%)補正して35例 (2.9%)ありました。 
43W以降児の出生時体重は減少傾向にあり， 予定日超
過例で子宮口が 2cm以下しか聞大していない状態で誘
発を試みると遷延分娩になりやすいこと。予定超過自然
陣発例では，正期産誘発例に比して A.S，児体重，分娩
様式にでも差が認められなかったこと。 
4. 未熟児の統計
小林治(千大) 
flg和49，50年度に当科で出生した宋熟児について検討
した。 1，221名の新生児のうち，未熟児は女児46名 (8
%)，男児39名 (6.1%)であった。初産婦，高年者に頻
度が高い傾向がある。アブ9ガー ノレ・スコアー と在胎期間，
生下時体重の聞には，北l関関係はなかった。 11名の新生
児死亡は全例が未熟児であり，新生児死亡を減少させる
ためには， high risk pregnancy の管理， high ri sk 
babyの集中看護を行なうことが重要だと思われる。 
5. 子宮悪性腫療の統計
寺田夏樹(千大)
昭和49年50年の 2年間の婦人科入院患者数は， 559人
で，そのうち 154人 (28%)が，子宮癌患者で、あった。
子宮頚癌について統計的考察を行なった。期別分類では 
50年は49年に比較してE期が多少減少して，その分 0期
が増加した。年齢分布，年齢分布と進行期，年齢別治療
法，進行期と手術々式，経産と進行期，主訴と進行期に
ついて統計をとった。主訴では49年の主訴のトップが出
血であったが， 50年では集団検診であった。 
6. 子宮筋腫の臨床
関根佳夫(千大)
昭和 49，50年度， 当科における子宮筋腫患者につい
て，統計的考察を行った。婦人科入院患者数は 559人で，
その内子宮筋腫患者数は146人， 26.1%であった。 これ
らの患者の，年齢分布，筋腫の大きさ，発生部e位，それ
らと，患者の主訴，月経歴等について調べた。主訴と，
筋腫の大きさ，発生部位との相関においては，大体，諸
家の報告と一致し，また月経に関しでも，量の増加，持
続日数の延長，閉経年齢の遅延など，予想された結果を
得た。
